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明るい社会とは何か
兵庫県　高砂市立松陽中学校　２年　
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　私の考える明るい社会は、犯罪や非行をする人間がいないことではなく、犯罪や非行の原因がなくなることでできるものです。
　連日ニュースでよく見る悲しい事件の数々は、不運な事故でない限り、まわりの人が救うことのできた命と心の数々です。そういった事件には必ず加害者と被害者がいます。そして被害者のことを大切に思っている家族や友達がいます。これだけたくさんの人を巻きこんでしまう犯罪や非行はなぜ起こってしまうのでしょうか。私は加害者も事件に巻きこまれた被害者のひとりと考えます。それは、その人自身がもともとから悪いということは絶対ないと思うからです。
　私は幸せなことに、身近で犯罪が起こったことがないのでささいな姉弟げんかを例にとりたいと思います。
　ある時、私の机に入れていた定規セットがなくなりました。家族の誰に聞いても知らない、と言われ、仕方なく授業は友達に借りたものを使わなければなりませんでした。後に、それは弟のしわざだったことが判明します。私は勝手に机から持ち出したことと、一度聞いたときに言わなかったことの二つに激しく怒り弟を責めました。
　この場合、大げさではありますが、私が被害者で弟が加害者になります。もちろん、この話だけを聞くと弟が一方的に悪いことになると思います。でも、よくよく話を聞けば、勝手に持ち出した日、私はそこにいなかったそうです。そしてなぜ、一度聞いたとき正直に言わなかったのかと言うと、以前に同じことがありちゃんと言って謝ったのに怒られたそうです。その時の私があまりにも怖く、言い出せなかったらしいのです。これは私の方にも原因があるといえるんじゃないでしょうか。この世の中の全ての事件は、こんな平和なものではありません。しかし、どんな犯罪を、非行を、犯してしまったにせよ、何か理由があるはずです。被害者の方は、そんなことを聞いてられる場合じゃないと思います。そしてそんなことは警察の人が一生懸命調べてくれています。その通りです。私が言いたいのは、犯罪や非行をなくそうとするのなら、その原因の根っこの根っこを国民全員で消していこうということです。
「ストレスがたまっていた。」
「誰でも良かった。」
こんな風に取り調べで言う犯罪者を減らすのにはどうしたらいいのでしょうか。周りにいる一人一人を尊重する気持ちを、これまた一人一人が持つことです。例えば、朝家を出て近所の方に会ったら笑顔であいさつをしましょう、とかです。地域の輪が広がれば、その中で犯罪が起きることはほとんどなくなるはずです。
「お金が欲しかった。」
「つい万引きしてしまった。」
こんな風に取り調べで言う非行少年または少女を減らすのにはどうしたらいいのでしょうか。周りの大人が働くことの楽しさと、万引きをすることでどれほど大変な思いをお店の方がされるのかを教えてあげることです。そして、そんな関係をつくるのが地域でのかかわり、ふれあいの場です。
　私は、社会を明るくするために自分たちでできる運動というのは、人とのつながりを持つことだと思います。人とのつながりさえあれば犯罪、非行を踏み止まる勇気になるかもしれないからです。そして、踏み止まることのできなかった人も罪さえ償えば地域の、社会の一員として居場所ができ、立ち直りへの第一歩となるからです。犯罪や非行は、「自分にはもう居場所なんてないんだ。」と思ってしまった人が起こします。そんな悲しいことを考える人がいない世の中を、私は、本当の明るい社会であると考えます。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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